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生体電磁環境に関する検討会 

開催要綱（案） 

 

１ 背景・目的 

近年、携帯電話の普及や新しい無線システムの実用化など電波利用の急速な

拡大に伴い、人々が日常的に電波を利用する機会が増加しており、電波による健

康への影響について国民の関心が高まっている。 

このような状況を受け、電波による人体への影響に関する国内外の研究成果を

評価・分析し、我が国が取り組むべき研究課題を抽出することにより、研究を促進

するとともに、電波防護指針の評価・検証を行うことにより、国民が安心して安全に

電波を利用できる社会を構築することを目的として、本検討会を開催することとす

る。 

 

２ 検討項目 

（１）  電波による人体への影響に関する国内外の研究結果の評価・分析 

（２）  電波による人体への影響に関して我が国が取り組むべき研究課題の抽出 

（３）  電波防護指針の評価・検証 

（４）  その他関連する事項 

  

３ 構成 

検討会は、別紙に掲げるものをもって構成する。 

 

４ 組織 

（１） 本会は、総務省総合通信基盤局長の検討会とする。 

（２） 本会には、座長及び座長代理を１名置く。 

（３） 座長は、検討会構成員の互選により定める。 

（４） 座長代理は、座長が指名する。 

（５） 座長は、検討会の検討を促進させるため、必要に応じてワーキンググループ等

を開催することができる。 

（６） ワーキンググループ等の構成員等は、座長が指名する。 

（７） 座長は、上記の他、本検討会の運営に必要な事項を定めることができる。 



 

５ 運営 

検討会は座長が招集し、主宰する。 

 

６ 事務 

検討会の事務は、総務省総合通信基盤局電波部電波環境課が行う。 

 

７ 開催期間 

  検討会は、当面、平成２２年頃を目途に報告書をまとめることとする。 

 

８ その他 

ここに定めるもののほか、検討会の運営に関し必要な事項は、座長が定める。 

 

以上 
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生体電磁環境に関する検討会構成員 

 

（敬称略、五十音順） 
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特定非営利活動法人東京都地域婦人団体連盟生活環境部副部長 

藤原
ふじわら

  修
おさむ

 

名古屋工業大学大学院工学研究科教授 
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独立行政法人情報通信研究機構第三研究部門電磁波計測研究セ

ンターEMC グループ研究マネージャー 
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